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昭
和
五
十
二
年
十
一
月
二
十
四
日
提
出 

質

問

第

一

七

号 

  

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

大
阪
国
際
空
港
の
拡
張
計
画
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
五
十
二
年
十
一
月
二
十
四
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

保 
利 

 

茂 

殿 

 

提 

出 

者 
 

土 

井 

た 

か 

子 

 

一 

 



 

昭
和
三
十
四
年
七
月
三
日
、
空
港
整
備
法
に
よ
り
第
一
種
空
港
と
な
つ
た
大
阪
国
際
空
港
は
、
そ
の
後
拡
張
計 

 
 

画
（
昭
和
三
十
七
年
十
二
月
三
日
運
輸
省
告
示
第
四
三
九
号
）
が
実
施
さ
れ
、
昭
和
四
十
五
年
二
月
五
日
、
三
千 

 
 

 

メ
ー
ト
ル
の
Ｂ
滑
走
路
を
使
用
開
始
す
る
に
至
つ
た
。
し
か
し
、
こ
の
拡
張
計
画
は
、
当
初
か
ら
問
題
を
は
ら
ん 

 
 

で
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
展
開
は
事
態
の
重
大
性
を
浮
き
ぼ
り
に
し
た
。 

そ
こ
で
、
以
下
、
大
阪
国
際
空
港
の
か
か
え
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
、
飛
行
場
行
政
に
職
責
を
有
す
る
運
輸
大 

 
 

臣
の
御
見
解
を
た
ま
わ
り
た
い
。 

一 

右
拡
張
計
画
の
実
施
に
当
り
、
用
地
取
得
を
図
る
た
め
土
地
収
用
法
に
よ
る
事
業
認
定
を
受
け
ら
れ
て
い
る 

 

が
、
こ
の
事
業
認
定
申
請
書
に
添
付
さ
れ
た
事
業
計
画
書
に
関
連
し
て
、
以
下
の
点
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

(1) 

「
空
港
施
設
の
概
要
」
の
中
で
、
現
有
施
設
と
し
て
面
積
・
着
陸
帯
・
滑
走
路
・
誘
導
路
・
エ
プ
ロ
ン
及
び 

大
阪
国
際
空
港
の
拡
張
計
画
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

(5) 

「
事
業
の
施
行
を
必
要
と
す
る
公
益
上
の
理
由
」
の
中
で
、
本
事
業
の
完
遂
に
よ
る
経
済
発
展
の
み
が
主
張 

(4) 

例
え
ば
、
進
入
灯
を
欠
い
た
ま
ま
計
器
着
陸
装
置
Ｉ
Ｌ
Ｓ
の
み
で
計
器
進
入
着
陸
す
る
こ
と
は
、
航
空
法 

 

令
上
可
能
か
。
可
能
と
す
れ
ば
如
何
な
る
場
合
で
、
そ
の
運
航
に
か
か
わ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
何
か
。 

(3) 

右
に
お
い
て
、
実
際
に
は
飛
行
場
灯
火
が
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
種
類
を
す
べ
て
示
さ
れ
た 

 
 

い
。 

(2) 

同
じ
く
増
設
す
る
航
空
保
安
施
設
と
し
て
、
計
器
着
陸
装
置
Ｉ
Ｌ
Ｓ
な
ど
無
線
誘
導
施
設
が
含
ま
れ
て
い 

 

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
飛
行
場
灯
火
が
含
ま
れ
て
い
な
い
の
は
如
何
な
る
理
由
に
よ
る
の
か
。
滑
走
路
を
増
設 

 

し
て
も
、
こ
れ
に
か
か
わ
る
飛
行
場
灯
火
は
設
置
し
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
か
。 

航
空
保
安
施
設
が
表
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
施
設
が
空
港
施
設
の
土
地
収
用
法
上
の
法
定
要
件
を
構 

 
成
す
る
も
の
と
し
て
よ
い
の
か
。
そ
の
他
空
港
施
設
の
土
地
収
用
法
上
の
法
定
要
件
（
空
港
機
能
を
確
保
す 

 
 

る
に
必
要
不
可
欠
の
施
設
の
全
種
類
）
は
何
か
。 

四 

 



 

二 

Ｂ
滑
走
路
の
供
用
開
始
が
大
阪
国
際
空
港
の
処
理
能
力
（
許
容
限
界
発
着
回
数
）
に
ど
の
よ
う
な
効
果
を
も
た 

 

ら
し
た
か
に
つ
い
て 

(8) 

「
起
業
地
等
を
当
該
事
業
に
用
い
る
こ
と
が
相
当
で
あ
り
、
又
は
土
地
等
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
に 

 

寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
理
由
」
の
中
で
、
「
平
行
滑
走
路
の
場
合
に
は
同
時
使
用
が
可
能
で
あ
り
」
と
あ
る
が
、 

 

単
に
滑
走
路
が
平
行
で
あ
る
か
ら
と
い
う
理
由
だ
け
で
た
だ
ち
に
同
時
使
用
が
可
能
と
な
る
と
は
限
ら
な
い 

 

の
で
、
平
行
滑
走
路
が
同
時
使
用
可
能
な
の
は
如
何
な
る
場
合
か
。
本
件
に
即
し
て
具
体
的
に
飛
行
コ
ー
ス 

 
 

を
図
示
さ
れ
、
航
空
管
制
上
の
セ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
を
含
め
て
説
明
さ
れ
た
い
。 

(7) 

右
に
お
け
る
結
果
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
損
害
が
関
係
地
域
に
も
た
ら
さ
れ
、
関
係
者
が
ど
の
よ
う
な
支 

 

出
を
強
い
ら
れ
た
か
。 

(6) 

右
に
お
い
て
現
在
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
経
済
発
展
が
関
係
地
域
に
も
た
ら
さ
れ
た
か
。 

さ
れ
て
い
る
が
、
何
故
経
済
発
展
の
み
に
公
益
性
が
あ
る
と
し
て
い
た
の
か
。 

五 

 



 

(5) 

滑
走
路

32
Ｌ
／
Ｒ
と
同
じ
く
14
Ｌ
／
Ｒ
と
で
は
、
処
理
能
力
に
差
が
出
る
か
。
出
る
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う 

 

な
差
か
。
例
え
ば
、
一
日

32
Ｌ
／
Ｒ
の
み
が
用
い
ら
れ
る
場
合
と
、
同
じ
く
14
Ｌ
／
Ｒ
の
み
が
用
い
ら
れ
る 

(4) 

滑
走
路
の
使
用
方
向
は
風
向
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
が
、
大
阪
国
際
空
港
で
は
、
主
滑
走
路
は

32
Ｌ
／
Ｒ 

 
 

か
、
14
Ｌ
／
Ｒ
か
。
ま
た
、
主
滑
走
路
の
使
用
率
は
何
パ
ー
セ
ン
ト
か
。 

(3) 

右
に
お
い
て
、
航
空
機
騒
音
に
よ
る
運
行
時
間
制
限
は
処
理
能
力
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
。
具 

 

体
的
に
示
さ
れ
た
い
。 

(2) 

昭
和
三
十
六
年
か
ら
現
在
に
至
る
処
理
能
力
が
ど
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
て
き
た
の
か
、
一
時
間
当
り
、
連 

 

続
す
る
三
時
間
当
り
及
び
一
日
当
り
の
各
許
容
限
界
発
着
回
数
を
用
い
て
示
さ
れ
た
い
。 

(1) 
昭
和
三
十
六
年
か
ら
昭
和
五
十
一
年
ま
で
の
各
年
間
の
定
期
便
の
発
着
回
数
（
実
績
）
を
ジ
ェ
ッ
ト
機
と
プ 

ロ
ペ
ラ
機
及
び
国
際
線
と
国
内
線
の
別
に
表
示
さ
れ
た
い
。
併
せ
て
、
同
じ
く
定
期
便
の
乗
降
客
数
を
国
際 

 
 

線
と
国
内
線
の
別
に
示
さ
れ
た
い
。 

六 

 



 

三 

右
拡
張
計
画
に
か
か
わ
る
用
地
の
強
制
取
得
の
た
め
大
阪
府
に
申
請
さ
れ
た
行
政
代
執
行
は
中
止
さ
れ
た 

 
 

が
、
そ
の
前
提
と
し
て
豊
中
市
勝
部
地
区
関
係
者
、
全
日
本
農
民
組
合
大
阪
府
連
合
会
、
運
輸
省
航
空
局
長
、 

 
 

 

大
阪
府
知
事
及
び
豊
中
市
長
の
間
で
昭
和
四
十
一
年
十
二
月
二
十
一
日
に
か
わ
さ
れ
た
覚
書
の
中
で
全
日
本
農 

 

民
組
合
の
要
求
に
対
し
て
運
輸
省
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
運
輸
省
見
解
に
つ
い
て
、
以
下
の
点
を
明
ら 

 
 

か
に
さ
れ
た
い
。 

(1) 

こ
の
運
輸
省
見
解
に
つ
い
て
は
、
航
空
局
だ
け
で
は
な
く
、
運
輸
省
が
責
任
を
負
う
も
の
と
し
て
よ
い
の 

 

か
。 

(6) 

滑
走
路
14
Ｌ
／
Ｒ
か
ら
の
進
入
着
陸
の
た
め
サ
ー
ク
リ
ン
グ
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、 

(ロ) 

処
理
能
力
に
ど
の
よ
う
な
貢
献
を
な
し
た
の
か
。 

(イ) 

設
置
の
時
期
、
目
的
及
び
設
置
基
準
を
示
さ
れ
た
い
。 

場
合
と
で
は
、
処
理
能
力
に
ど
の
よ
う
な
差
が
出
る
と
し
て
い
る
の
か
。 

七 

 



 

(2) 
「
大
阪
国
際
空
港
を
含
む
民
間
空
港
の
公
害
対
策
に
つ
い
て
、
従
来
積
極
的
な
施
策
を
取
り
得
な
か
つ
た 

 
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、 

(ト) 

右
委
員
会
は
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
推
移
し
た
の
か
。
そ
の
展
開
の
内
容
を
示
さ
れ
た
い
。 

(へ) 

右
委
員
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
と
委
員
会
設
置
の
根
拠
規
定
を
示
さ
れ
た
い
。 

(ニ) 

民
間
空
港
で
戦
後
最
初
に
航
空
機
騒
音
に
よ
る
公
害
問
題
が
発
生
し
た
飛
行
場
（
空
港
）
名
、
時
期
及
び 

 

原
因
に
つ
き
示
さ
れ
た
い
。 

(ハ) 

施
策
が
積
極
的
で
あ
る
か
な
い
か
は
ど
の
よ
う
な
基
準
に
よ
り
区
別
さ
れ
る
の
か
。 

(ロ) 

積
極
的
で
は
な
い
と
す
る
施
策
は
、
そ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
も
の
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
。 

(イ) 

そ
れ
ま
で
積
極
的
な
施
策
を
取
り
得
な
か
つ
た
原
因
及
び
理
由
は
何
か
。 

(ホ) 

昭
和
三
十
五
年
十
二
月
二
十
六
日
に
東
京
国
際
空
港
騒
音
対
策
委
員
会
の
初
会
合
が
も
た
れ
て
い
る 

 

が
、
右
委
員
会
を
開
催
す
る
に
至
つ
た
経
過
を
理
由
、
原
因
を
添
え
て
示
さ
れ
た
い
。 

八 

 



 

(4) 

「
将
来
関
西
地
区
に
第
二
空
港
の
建
設
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
昭
和
四
十
二
年
度
よ
り
所
要
の
調 

(3) 

「
今
後
は
立
法
措
置
を
含
め
て
積
極
的
に
取
組
む
所
存
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、 

(ハ) 

右
施
策
は
、
本
件
拡
張
計
画
の
本
来
の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
の
に
ど
の
よ
う
な
貢
献
を
な
し
た
の
か
。 

(ロ) 

と
こ
ろ
で
「
立
法
措
置
を
含
め
て
積
極
的
に
取
組
」
ま
れ
た
施
策
の
内
容
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。 

(イ) 

本
件
拡
張
計
画
は
「
立
法
措
置
を
含
め
て
積
極
的
に
取
組
」
ま
れ
な
い
限
り
、
そ
の
計
画
本
来
の
目
的
を 

 

達
成
し
得
な
い
も
の
だ
つ
た
の
か
。 

(リ) 

右

(ホ)
～

(チ)
に
お
け
る
が
如
く
、
東
京
国
際
空
港
で
は
本
件
拡
張
計
画
の
告
示
前
後
に
お
い
て
、
既
に
航 

 

空
機
騒
音
問
題
が
顕
在
化
し
、
運
行
時
間
制
限
に
よ
る
空
港
機
能
障
害
の
発
生
を
み
て
い
た
が
、
こ
れ
ら 

 
 

 

の
事
態
は
本
件
拡
張
計
画
に
ど
の
よ
う
に
斟
酌
さ
れ
た
の
か
。 

(チ) 

昭
和
三
十
八
年
十
月
一
日
に
東
京
国
際
空
港
で
は
深
夜
、
早
朝
の
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
発
着
禁
止
と
な
つ
た 

 
が
、
そ
の
い
き
さ
つ
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

九 

 



 

(5) 

「
大
阪
国
際
空
港
の
立
地
条
件
、
規
模
等
に
か
ん
が
み
、
一
定
限
度
以
上
の
騒
音
の
規
制
を
行
う
措
置
を 

 
 

講
ず
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、 

(ロ) 

右
に
お
い
て
騒
音
規
制
を
行
う
べ
き
「
一
定
限
度
以
上
の
騒
音
」
に
い
う
「
一
定
限
度
」
の
具
体
的
な
内
容

を
示
さ
れ
た
い
。 

(ロ) 

昭
和
四
十
二
年
度
よ
り
行
わ
れ
た
は
ず
の
第
二
空
港
建
設
に
関
す
る
調
査
の
具
体
的
な
内
容
及
び
講
じ 

ら
れ
た
予
算
の
措
置
を
現
在
に
至
る
ま
で
年
度
毎
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

(イ) 
「
第
二
空
港
の
建
設
が
必
要
」
と
さ
れ
る
の
は
、
全
日
本
農
民
組
合
の
主
張
す
る
「
国
際
空
港
を
速
や
か 

 

に

移
転
す
べ
き
で
あ
る
」
を
受
け
て
の
こ
と
か
。
そ
の
他
、
そ
の
理
由
を
示
さ
れ
た
い
。 

(ハ) 

何
故
、
一
定
限
度
以
上
の
騒
音
の
規
制
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
拡
張
計
画
を
実
施
す
る
の
か
。 

(イ) 

現
在
ま
で
ど
の
よ
う
な
騒
音
規
制
が
行
わ
れ
た
の
か
、
そ
の
内
容
を
個
別
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。 

査
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、 

一
〇 

 



 

 

一
一 

(6) 
「
夜
間
飛
行
の
規
制
強
化
に
つ
い
て
は
、
種
々
の
難
点
も
あ
る
が
、
今
後
と
も
努
力
す
る
」
と
記
さ
れ
て
い 

 

る

が
、 

(イ) 

「
種
々
の
難
点
」
の
具
体
的
な
内
容
を
示
さ
れ
た
い
。 

(ロ) 

現
在
ま
で
に
努
力
さ
れ
た
は
ず
の
規
制
強
化
の
具
体
的
な
内
容
及
び
そ
の
結
果
に
つ
い
て
示
さ
れ
た 

 
 

い
。 

四 

大
阪
国
際
空
港
に
関
連
し
て
現
在
ま
で
に
発
生
し
た
国
際
的
な
紛
争
に
つ
い
て
時
期
、
相
手
国
、
原
因
、
経 

 
 

過
、
結
果
な
ど
の
具
体
的
な
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


